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あらまし：本研究では, 学習場面においてロボットが示す非言語的動作が, 学習者の自尊心に及ぼす影響

について検討した. まず, 学習場面における自尊心を高める心理モデルを構築し, 自尊心と関連する心理

的要因の構造を整理した. 次に, 本モデルに基づき設計したロボットの非言語動作を用い, 実験を実施し

た。その結果, 心理モデルに沿って設計された動作シチュエーションにおいてのみ, 学習者の状態的自尊

心が有意に向上することが示された． 
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1. はじめに
自尊心は, 自己を価値ある存在としてどの程度肯

定的に評価できているかを表す心理的構成概念であ

る[1].自尊心は，対人関係や精神的健康とも関連す

る重要な心理的要因である[2]．しかし, 日本におい

て自尊心は, 近年継続的に低下していることが指摘

されている [3]．近年，教育現場においてロボット

の活用が注目されているが，ロボットとの相互作用

が学習者の自尊心にどのような影響を及ぼすかにつ

いては十分に検討されていない．そこで本研究では，

ロボットによる学習支援が学習者の自尊心を高める

可能性について検討することを目的とする．

2. 学習場面の自尊心モデルの構築
先行研究を基に，学習場面における自尊心モデル

を構築した（図 1）. 本モデルの妥当性を検証するた

め,  大学生 70 名を対象とした質問紙調査を実施し

た. 質問紙では，自尊心，学習動機づけ，および学業

成績を測定した. 自尊心の測定には，ローゼンバー

グ自尊感情尺度日本語版[4]を用い，学習動機づけの

測定には，自己決定理論に基づく大学生用学習動機

づけ尺度[5]を用いた. 学業成績については，自己評

価による質問項目を作成した. 分析の結果, 自尊心

の向上が内発的動機づけを高め，内発的動機づけを

介して学業成績の向上につながる関係性が示唆され

た. 

図 1 学習場面の自尊心モデル 

3. 学習場面の自尊心を高める心理モデルの

構築
次に，先行研究を基に，学習場面において自尊心

を高める人間動作の構造を，「自尊心―心理要因―動

作」からなる三層構造の心理モデルとして整理した

（図 2）.本モデルでは，自律性，有能感，関係性，

他者信頼感の 4 つの心理要因が自尊心を高めると想

定した。さらに最下層には，これらの心理要因を喚

起すると考えられる人間動作因子を対応づけた. 本

モデルの妥当性を検証するため，74名を対象とした

質問紙調査を実施した. 質問紙では，自尊心の測定

にローゼンバーグ自尊感情尺度日本語版[4]を用い，

中間層の心理要因である自律性，有能感，関係性に

ついては学業領域における基本的心理欲求充足尺度

[6]，他者信頼感については他者信頼感尺度[7]を用

いて測定した. 分析の結果，自尊心はすべての心理

要因と有意な正の相関を示し，本モデルで想定した

心理要因と自尊心との関係性が支持された.

図 2 学習場面の自尊心を高める心理モデル 

4. ロボット動作の印象評価実験
構築した学習場面の自尊心を向上させる心理モデ

ルに基づき，自尊心と関連する心理要因を表現する

ロボットの非言語動作を，先行研究の知見を踏まえ

て 30 動作に整理した．また, 各動作に対応する学

習場面を想定した状況教示文を作成した（図 3）.
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図 3 選定したロボット動作と状況教示文 

これらの動作を行うロボットの動画を作成し，印象

評価実験をオンラインで実施した．使用したロボッ

トは, SoftBank Robotics 社の NAO である. 実験で

は, 状況教示文を提示した後, 机上に設置された

NAOロボットが約 10秒間動作する動画を視聴しても

らい，その印象について回答を求めた．中間層の心

理要因に関する評価は 7 件法で行い，平均値および

中央値が 4 以上となった項目を，当該心理要因への

影響が認められた動作として扱った．

5. ロボット動作による自尊心向上実験
印象評価実験の結果を踏まえ，学習課題に取り組

む対面学習場面において，NAO ロボットが非言語動

作を行う実験を実施した．本実験は，参加者 10 名を

対象に, ロボットの振る舞いを実験者が遠隔操作す

る Wizard of Oz 法により行った．ロボットの動作

提示方法を 2 つのシチュエーション条件として操作

し，書くシチュエーション 5名ずつ割り当てた. 実

験前後では, 自尊心を測定した. 質問紙では, 状況

依存的な自尊心を測定する状態自尊感情尺度[8]を

用いた.さらに,実験後の質問紙では,ロボット動作

が学習者に与えた心理的印象を把握するため, 自律

性,有能感, 関係性については基本的心理充足尺度

[6]を参考にし, 他者信頼感については信頼尺度[7]

を参考にした. まず，シチュエーション①は，印象

評価実験において評価値の最も高かった 5 動作を，

学習の状況に即して提示した（図 4）.

図 4 シチュエーション① 

一方，シチュエーション②は，印象評価実験におい

て評価の低かった5動作を，学習の状況に整合しない

形で提示した（図5）． 

図 5 シチュエーション② 

次に，各シチュエーションにおける状態的自尊心の

変化を検討した．その結果，心理モデルに基づいた

動作を提示したシチュエーション①では，実験前後

で状態的自尊心が有意に向上した（p = 0.040）. 

一方，心理モデルに基づかない動作を提示したシチ

ュエーション②では，実験前後で状態的自尊心に有

意な変化は認められなかった（p = 0.380）. 

さらに，実験後に測定した中間層要因の評価結果を

比較したところ，シチュエーション①と②の間に有

意な差が認められ（p = 0.020），心理モデルに基づ

いた動作を提示したシチュエーション①において，

自律性，有能感，関係性，他者信頼感の各要因が高

く評価された. 

6. 考察
本研究では, 心理モデルに基づいて設計された非

言語動作が，学習の進行に即した適切な状況で提示

された条件において，状態的自尊心の有意な向上が

認められた. この結果は，教育支援ロボットの非言

語的動作が，学習者によるロボットの意図解釈や意

味づけを通じて，自尊心に影響を及ぼした可能性を

示唆している．この影響は，自律性，有能感，関係

性，他者信頼感といった心理モデル中間層の心理的

要因を介して生じたと考えられ，学習場面の自尊心

を向上させるモデルの妥当性を支持する結果である

と考えられる．一方，心理モデルとの対応や提示状

況を考慮せずに非言語動作を提示した条件では有意

な変化が認められなかったことから，非言語動作は

その内容だけでなく，提示される文脈との整合性が

重要である可能性が示唆される． 
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